別記様式第7の①号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業番号：〇〇〇）

水産業成長産業化沿岸地域創出事業実施報告書
（資源管理に係る実績報告等）
番　　　　　号
　　                             　　　　　　　　　　　　　        　　　年　　月　　日


  地域委員会名　
　　代表者氏名　殿                　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　

  　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　    

　水産関係民間団体事業補助金交付等要綱の運用について（平成22年3月26日付け21水港第2597号水産庁長官通知）の第３の２－８の（12）のaの規定に基づき、別紙（注）のとおり報告する。

（注）業務要領第８条第２項に規定する漁獲量等報告対象者は、別紙を別紙１及び別紙２と読み替えることとする。






























別紙　※以下は借受者が作成し、リース事業者へ提出するものとする。

１．借受者等
	 計画番号
	　

	 借受者名
	

	 リース事業者名
	



２.漁獲量　※表については適宜修正して使用する。
　　　　　　 養殖業については生産量とする。
１年目	単位：
	魚種名
	Ａ魚種
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	第１四半期
	
	
	
	
	
	

	第２四半期
	
	
	
	
	
	

	第３四半期
	
	
	
	
	
	

	第４四半期
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	









　
２年目	単位：
	魚種名
	Ａ魚種
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	第１四半期
	
	
	
	
	
	

	第２四半期
	
	
	
	
	
	

	第３四半期
	
	
	
	
	
	

	第４四半期
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	










３年目	単位：
	魚種名
	Ａ魚種
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	第１四半期
	
	
	
	
	
	

	第２四半期
	
	
	
	
	
	

	第３四半期
	
	
	
	
	
	

	第４四半期
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	










４年目	単位：
	魚種名
	Ａ魚種
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	第１四半期
	
	
	
	
	
	

	第２四半期
	
	
	
	
	
	

	第３四半期
	
	
	
	
	
	

	第４四半期
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	

















５年目	単位：
	魚種名
	Ａ魚種
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	第１四半期
	
	
	
	
	
	

	第２四半期
	
	
	
	
	
	

	第３四半期
	
	
	
	
	
	

	第４四半期
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	









注　過去に記載した内容も残したまま、追記により記載すること。


３．資源管理の取組状況
	






資源管理計画に追加的に取り組んだ内容等記載
　　





























別紙１　※以下は借受者が作成し、リース事業者へ提出するものとする。

１．借受者等
	 計画番号
	　

	 借受者名
	

	 リース事業者名
	



２．資源管理の取組状況
	






資源管理計画に追加的に取り組んだ内容等記載





別紙２　※以下は借受者が作成し、リース事業者へ提出するものとする。
[image: ]
28

image1.emf
計画番号

地域委員会名

地域計画名

借受者名

漁船名

リース開始日

●●年度 単位：ｋｇ

魚種名

第１四半期

（4/1～6/30）

第２四半期

（7/1～9/30）

第３四半期

（10/1～12/31）

第４四半期

（1/1～3/31）

合計 備考

魚種Ａ 30,000 40,000 50,000 20,000 140,000

魚種Ｂ 300 1,600 2,000 4,000 7,900

魚種Ｃ 1,500 2,000 6,000 0 9,500

合計 31,800 43,600 58,000 24,000 157,400

情報項目

第１四半期

（4/1～6/30）

第２四半期

（7/1～9/30）

第３四半期

（10/1～12/31）

第４四半期

（1/1～3/31）

合計

漁業種類 ○○漁業 〃 〃 〃

漁船総トン数

○○トン、

◎◎トン

〃 〃 〃

陸揚げ港 ○○港 〃 〃 〃

操業位置

（○○地先等）

もしくは、

（

農林漁区番号）

○○○-○ 〃 〃 〃

操業日数 ○○日 ○○日 ○○日 ○○日 ○○○日

・

・

・

・

・

・

※１　対象魚種は、資源管理計画対象魚種又は主要漁獲魚種とする。なお、報告対象魚種については拡大に努力するものとする。



※２　漁獲量欄には、リース漁船、漁具等にかかる操業実績（漁獲量）を記入する。なお、リース漁船等を含む船団で操業する形態（中型まき網漁業、

　　２そうびき底びき網漁業、２そうびき船びき網漁業、大型定置網漁業）にあっては、当該船団にかかる操業実績（漁獲量）を記入する。

      （リース漁船が複数の定置網で操業する場合は、主要な定置網での漁獲量として差し支えない。)



※３　漁獲量欄の単位は、原則として、ｋｇとする。なお、ｋｇ以外の重量単位（箱等）を単位として用いる場合は、備考欄に必ず該当する単位を記載

　　するとともに単位当たりの重量の目安を記載する（備考欄の記載例：「単位：箱（１箱当たり重量15kg）」等）。



※４　リース漁船等を含む船団で操業する形態（中型まき網漁業、２そうびき底びき網漁業、２そうびき船びき網漁業、大型定置網漁業）にあっては、

　　漁船総トン数欄には、２そうまき、２そうびきの場合は、主船と従船の総トン数をそれぞれ記載し、まき網のような付属船を使用して船団操業する

　　場合は、網船の総トン数を記載する。



※５　陸揚げ港については、主な陸揚げ港を記載することとしてよい。



※６　操業位置欄には、主な操業位置の具体的な地名を記載する（記載例：「□□漁港地先」等）。なお、別添の操業位置（農林漁区番号）を記載

　　してもよい。



※７　本報告の漁獲量等については、国立研究開発法人水産研究・教育機構において資源評価に利用されます（借受者名等の情報の利用はあり

　　ません。）。

　



漁獲量等報告（新リース事業）


